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それでも地球は回っている（ガリレオ・ガリレイ） 

校 長 桐野 和之 

たぶん皆さんは、ガリレオ・ガリレイという名前を聞いたことがあるかと思

いますが、どうでしょうか。今から４００年ほど前の科学者で、物理学の父と

呼ばれている人です。ガリレオは、今では皆さんが当たり前のように知ってい

る科学的な常識をたくさん発見しました。たとえば振り子が往復する時間は、

ひもの長さで決まる。これは今でも振り子時計に使われている原理です。また、同じ大

きさの鉄の玉と木の玉を同時に落とすと、同時に地面につく。当時の人は重い方が早く

落ちると思っていたのです。星を観察する望遠鏡もガリレオが発明しました。彼は自分

が作った望遠鏡で太陽や月や星を観察し、月のクレーターや木星の周りを回る四つの小

さな星、土星の輪などを発見しました。 

 こうして実際に星の動きを見続けた結果、彼は地動説、地球がぐるぐる回っているか

ら、太陽や星が動いて見える。（地球が動くので地動説と言います。）この地動説が正

しいと確信し、みんなにも伝えようとしました。ところが、それまでのヨーロッパでは、

地球を中心として太陽や星が動いているという天動説。（天が動くので天動説と言いま

す。）これが正しいとされていました。とくにキリスト教の教会は、天動説が正しいと

し、地動説を唱える人を牢に入れたり、重い刑にしたりしていました。ガリ

レオもやり玉にあがりました。一生懸命に書いた本は燃やされ、病気だった

にもかかわらず、ローマに呼び出され、教会の裁判にかけられました。そし

てとうとう地動説は間違いだったと無理矢理言わされ、牢屋に入れられてしまいました。

その裁判が終わった後にガリレオは、小さな声でつぶやいたそうです。「それでも地球

は回っている」と。これは有名な話なので、皆さんの中には知っている人もたくさんい

るかと思います。今日の学校だよりで初めて知った人もいるかもしれません。 

みなさん、この時のガリレオの気持ちを想像してみてほしいのです。実験や観察を通

して、科学的に正しいことを発見しても、昔からの考えで間違いだとされてしまう。事

実をあげてていねいに説明しても、わかってもらえない。そのうえ、本を燃やされ、考

えを発表してはいけないと言われる。ガリレオは、科学者としての自分を全て否定され

たのです。くやしく、悲しく、切なかっただろうと思います。その気持ちが「それでも

地球は回っている」というつぶやきになったのではないのでしょうか。 

 ところで、ガリレオのように自分が正しいと思ったことを信念をもって言えますか。

みんながいい加減にこうじゃないかと言っているときに、「いやこれはこれこれこうな

んだ。」と理由をはっきりさせて主張することができますか。ガリレオは最後には負け

てしまいましたが、粘り強く最後まで自分の信念を貫こうとしました。あるいは皆さん、

誰かが本当に正しいことを言っているのに、〇〇さんがこう言っているからとか、みん

ながこう言っているからと言って、その人のことを無視したことはありませんか。これ

では、ガリレオをひどい目にあわせた人々と同じです。世の中には大勢の人がいます。

いろいろな考え方があり、意見が食い違うときもあります。その時は、事実を科学的に

調べ、理由をていねいに説明し合い、みんなでわかり合って意見をまとめることが大切

です。ガリレオの言葉は、このようなことを教えてくれているような気がします。 
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令和４年度 貫井中学校 校内展覧会１／２５～１／２６ 

 

 １月２５日（水）、２６日（木）に校内の展覧会がアリーナ

のホール、武道場を会場に学校公開を兼ねて行われました。 

 展覧会では以下の生徒作品が展示されました。教科の学習や

自由研究、作品、修学旅行や校外学習を通じて体験等をもとに

してつくられた学習のまとめや作品、そして部活動の作品が展

示されました。 

展示された作品等には、生徒の学びの成果やさまざまな思いが

込められていました。展示された作品を紹介します。 

 ＜校内展覧会作品紹介＞ 

  国語 本の CM カード、書写作品、読書 CM カード 

  理科 ２年自由研究 

  音楽 音楽家の肖像画、クラシック音楽のイメージ画 

  美術 創作絵文字 石の立体作品 自画像 寄木細工 

 絵巻物 創作和菓子 

  技術 幼児用パズル 

  家庭 ファイルカバー トートバッグ パペット 

  学年 ２年 都内巡り発表 職場体験レポート 

  学年 ３年 修学旅行体験学習作品 

  茶華道部 個人作品 共同作品 

  美術部  油彩 

 

保護者や地域の方々の感想 

＜保護者＞ 

・とても素晴らしい作品ばかりでした。寄木細工、和菓子、その

他職人様のようでした。修学旅行にも行けて、思い出の作品をつくることができて良

かったですね。何時間でも見ていることができました。有り難うございました。 

・授業中や校外学習で作られた作品とても素晴らしいです。来年度更に素晴らしいもの

が生み出される事、楽しみにしています。 

・生徒の皆さん一生懸命作られたのが見て取れました。特に水墨画、陶芸はプロのよう

で印象的でした。 

＜地域の方＞ 

・素晴らしい作品見せていただきました。昭和１６年生まれの私は驚く事ばかり。先生

方のご苦労、いかばかりか。私達年代、うらやましいです。陶芸の作品、ロクロであ

のように整った茶わんができる事、びっくりです。私も陶芸しておりましたが、思う

ように出来ませんでした。あらゆること、中学で経験出来て今の中学生は幸せです。

先生方ご苦労様です。 

 

第５７回練馬区立中学校連合ダンス発表会１／２４ 

 

  区内中学校の参加による連合ダンス発表会が３年ぶりに区立光が丘体育館で実施さ

れました。貫井中学校からは１年Ｄ組が学校代表として発表会に参加しました。 

  ダンス発表会は、例年練馬文化センターで行われていましたが、今年度は改修工事

のため光が丘体育館での実施となりました。 
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保健体育の時間に、１学年のダンス発表会があり、良くま

とまっているなどの高評価を受けたクラスが学年の代表とし

て発表会に参加しました。 

他校の生徒たちも見学する中でのダンスに生徒たちはかな

り緊張していたようでしたが、授業で学んだことをしっかり

とダンスにまとめ上げ躍動していました。 

ダンスのテーマは四季。「人類が生まれた日、四季の順番

は春秋冬夏に変わった。それは人類も知らない、いつかの世

界の物語。」をダンスで表現しました。 

日頃の学習成果をいろいろと織り交ぜながら、チームワーク良くまとまったダンスを

創り上げていました。 

 

同窓生による職業講話１／２７ 

 

 １月２７日（金）に１年生を対象とした本校の同窓生によ

る職業講話が実施されました。講話を頂いたのは平成１７年

度、貫井中学校の卒業生で現在、警察官を務めている A さん

です。 

 A さんは講話の最初に生徒たちの夢について尋ねられまし

た。 

生徒たちからは飼育員、声優、自衛隊員、遊園地のスタッ

フなどがあげられ、将来の夢について語りました。 

 ところで、A さんが警察官を目指したきっかけが大変ユニークでした。 

実は高校時代に部活動（バレーボール）を終えた帰り道に自転車を押して帰宅途中だ

った A さんは警察官の方に呼び止められ「遅いので気を付けて帰ってね」と話しかけら

れたそうです。その会話の中で高校卒業後の進路について尋ねられ、「良かったら警察

官になってみない」と言われた事がきっかけだったのです。

大変不思議な運命だと思いませんか。 

 講話では、高校卒業後に警察学校に入学し、１０ヶ月間の

厳しい訓練を受けて警察官になったこと。交通課勤務の苦労

話。広報課に配属となって警察音楽隊に入り、東日本大震災

後の被災地を訪問して演奏し、感謝されたこと。さらには留

置場課に配属となり緊迫した中での勤務のようすなどもお話

しいただきました。講演の後半では生徒たちからの質問に答

えてもらいました。そのいくつかを紹介します。 

Q 警察官として気をつけていることは何ですか。 

A 犯罪を未然に防ぐためにも、自ら隙を見せないよう注意して、油断しないようにして

いる。 

Q 警察官になるための資格はありますか。 

A 資格は特にありません。採用試験に合格すれば良いのです。 

Q 警察官になって良かったことはどんなことですか。 

A 批判されることもありますが、いろいろな人たちから「お疲れ様」とか、「ありがと

う」と感謝の言葉を言われたときがなって良かったと思う時です。 

  A さんが 1 年生のために熱心に自らの警察官として勤務している経験を語ってくだ

さり、働くことの意義をしっかりと学ぶことができた大変有意義な機会となりました。 
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スキー移動教室２／４～６ 

 

貫井中学校にとって３年ぶりのスキー移動教室が実施され

ました。昨年度は実施直前に中止になり大変残念な思いをし

ましたので、実施できたことが大変嬉しく思いました。特に

出発の朝、生徒たちがそれぞれのバスに集合した時には、嬉

しさが込み上げてきました。そして出発。バスが走り出すと、

高速道路で事故渋滞に巻き込まれました。このままでは到着が遅くなり、スキー実習の

時間が短縮される心配がありました。しかし、宿舎到着後の生徒たちの素早い行動によ

り遅れを取り戻し、１時間遅れていた時間も、結局スキー実習時間が１５分短縮程度に

時間を取り戻せました。短縮された時間は翌日の実習時間を少し延長して補うことにな

りました。 

さて、4 日（土）、晴天の下、番所が原スキー場で移動教室の開校式が行われた後、い

よいよグループごとにスキー実習がスタート。実習ではまずは

基本的な動作から確認。スキー経験のある生徒たちの班は別と

して、初心者の班ではケガの防止対策を含め、転んでから起き

る、そして起きる時の動作、スキー板を上手く活用しながら方

向転換する方法等について入念に指導を受けていました。指導

を受ける生徒たちの表情は明るく、和やかな雰囲気で実習が行

われ１５：３０に実習は終了しました。バスに乗車した生徒たちはたいした疲れも見せ

ず、意気揚々とした感じ。宿舎到着後は、入浴、食事、自由時間、係会と予定をしっか

りと消化しました。 

自由時間に各部屋や、ロビー、体育館を覗くと生徒は驚くほど元気。体育館でバスケ

ットボールやボール遊びをする生徒、部屋やロビーではトラン

プ、グループ遊び、おしゃべりをする生徒たちがほとんどでし

た。ただコロナ禍での宿泊行事、残念ながら食事は黙食となり、

可哀想でしたが、仕方のないことでした。 

5 日（日）の 2 日目、スキー場に向かうバスの到着より早く

生徒たちが宿舎前のロータリーに集合。準備に慣れた為、先生

方が思うより早く生徒たちは行動しました。スキー場に到着後は予定時刻よりも早く実

習が開始。初日に減った実習時間を埋め合わせしていただく形となりました。実習はグ

ループにより多少の差があるも本格的に滑り出すグループが増えました。先生方がリフ

トに乗って生徒たちのようすを眺めると、ゲレンデのいろいろな場所で実習が本格的に

進んでいました。転んでしまう生徒もいましたが、懸命に実習に臨んでいました。2 日目

はリフトを利用する班が増え、リフト乗り場は日曜日のため、一般客の方々も居て大変

賑わっていました。実習は予定どおり午前も午後も無事に進みました。ところで、昼食

時のレストハウスでたぶんスキー場の方々だと思うのですが「先生の学校の生徒たちは

あいさつや返事の声が大きくて良いね。他の学校では見たことがない」と大変よく褒め

ていただきました。 

6 日（月）3 日目はどの班もリフトを利用し、スキー場の上の方から滑ってきました。

上級班の生徒たちは驚くほどの勢いでゲレンデを滑り降りて行き、大人のようで凄かっ

たです。また、その他の生徒たちも上達が早く、ゲレンデはほぼ貫井中の貸切状態で皆

さんよく滑っていました。楽しみにしていたスキー移動教室は充実した中で楽しい時間

があっという間に過ぎていきました。心配していた発熱等もなく、生徒たちは互いに声

をかけながら本当に良くやっていたと思います。この経験を最上級学年となる３年生と

なってぜひ活かしてほしいと思います。 


